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(57)【要約】
【課題】検査を実施する患者の検査データを自動的に準
備する。
【解決手段】通信回線を介してＤＩＣＯＭワークリスト
から本日の自超音波診断装置（他の超音波診断装置と区
別するため、自超音波診断装置と表記する）の患者・検
査予定情報を取得し（Ｓ２）、患者・検査予定情報に含
まれる検査予定時刻や検査予定番号を基に検査を次に実
施すべき患者を抽出し（Ｓ４）、その患者に対する検査
データを準備することを自動的に行う（５）。
【効果】検査を実施する患者の検査データを自動的に準
備することが出来る。煩雑な操作は不要であり、設置負
担の増加もない。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
超音波探触子と、前記超音波探触子を駆動して超音波ビームによる走査を行う送受信手段
と、前記走査により得られた信号を基に超音波画像を生成する超音波画像生成手段と、前
記超音波画像を表示する画像表示手段と、通信回線を介してＤＩＣＯＭワークリストから
本日の当該超音波診断装置の患者・検査予定情報を取得する患者・検査予定情報取得手段
と、取得した患者・検査予定情報を基に検査を次に実施すべき患者を抽出する検査実施患
者抽出手段と、抽出された患者の検査データを準備する検査データ準備手段とを具備した
ことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
請求項１に記載の超音波診断装置において、前記患者・検査予定情報は、検査予定時刻を
含むことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項３】
請求項２に記載の超音波診断装置において、現在時刻と前記検査予定時刻とを対照して現
在時刻が前記検査予定時刻に一定以上近づいたことを報知するお知らせ手段を具備したこ
とを特徴とする超音波診断装置。
【請求項４】
請求項１から請求項３のいずれかに記載の超音波診断装置において、前記患者・検査予定
情報は、患者ＩＤおよび患者氏名の少なくとも一方を含むことを特徴とする超音波診断装
置。
【請求項５】
請求項４に記載の超音波診断装置において、取得した患者・検査予定情報を基に検査予定
患者の患者ＩＤおよび患者氏名の少なくとも一方をリスト表示する予定リスト表示手段を
具備したことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項６】
請求項５に記載の超音波診断装置において、前記予定リスト表示手段は、リスト表示して
いる各患者について、検査未実施、検査中または検査終了の状態表示を行うことを特徴と
する超音波診断装置。
【請求項７】
請求項１から請求項６のいずれかに記載の超音波診断装置において、記憶している複数の
患者のＩＤおよび氏名の少なくとも一方をリスト表示すると共に取得した患者・検査予定
情報を基に本日検査予定の患者を他と識別可能な表示態様にする患者リスト表示手段を具
備したことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項８】
請求項７に記載の超音波診断装置において、前記患者リスト表示手段は、リスト表示して
いる各患者について、検査未実施、検査中または検査終了の状態表示を行うことを特徴と
する超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波診断装置に関し、さらに詳しくは、煩雑な操作が不要であり且つ設置
負担の増加もなく、検査を実施する患者の検査データを準備することが出来る超音波診断
装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　病院の検査室では、当日検査を行う予定の患者情報を、ＤＩＣＯＭ（Digital Imaging 
and COmmunication in Medicine）ワークリストを利用して取得し、取得した患者のリス
トを表示し、今から検査を実施する患者を操作者が選ぶと、当該患者の検査データが準備
され、当該患者に対する検査を開始できるようになっている（例えば、特許文献１の［０
０１５］参照。）。
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　また、病院の検査室で、今から検査を実施する患者のＩＤカードを読取機に入れると、
当該ＩＤカードに対応する患者情報を、ＤＩＣＯＭワークリストを利用して取得し、当該
患者の検査データが準備され、当該患者に対する検査を開始できるようになっている（例
えば、特許文献１の［００１６］参照。）。
【特許文献１】特開２００３－３６３１３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　上記１番目の従来技術では、当日検査を行う予定の患者のリストの中から検査を実施す
る患者を操作者が選ぶ操作が必要であり、操作が煩雑になる。また、間違いを生じること
もある。
　上記２番目の従来技術では、患者のＩＤカードを読取機に入れる操作が必要であり、や
はり操作が煩雑になる。また、ＩＤカードの発行や読取機の設置などの設備負担が増える
。
　そこで、本発明の目的は、煩雑な操作が不要であり且つ設置負担の増加もなく、検査を
実施する患者の検査データを準備することが出来る超音波診断装置を提供することにある
。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　第１の観点では、本発明は、超音波探触子と、前記超音波探触子を駆動して超音波ビー
ムによる走査を行う送受信手段と、前記走査により得られた信号を基に超音波画像を生成
する超音波画像生成手段と、前記超音波画像を表示する画像表示手段と、通信回線を介し
てＤＩＣＯＭワークリストから本日の当該超音波診断装置の患者・検査予定情報を取得す
る患者・検査予定情報取得手段と、取得した患者・検査予定情報を基に検査を次に実施す
べき患者を抽出する検査予定患者抽出手段と、抽出した検査予定患者に対する検査データ
を準備する検査データ準備手段とを具備したことを特徴とする超音波診断装置を提供する
。
　上記構成において、検査データとは、検査予定患者の検査結果を記録するために当該患
者に対応付けられたデータ・ファイルである。
　上記第１の観点による超音波診断装置では、通信回線を介してＤＩＣＯＭワークリスト
から本日の当該超音波診断装置の患者・検査予定情報を取得し、患者・検査予定情報に含
まれる検査予定時刻や検査予定番号を基に検査を次に実施すべき患者を抽出し、その患者
に対する検査データを準備することを自動的に行う。よって、患者のリストの中から検査
を実施する患者を操作者が選ぶ操作や患者のＩＤカードを読取機に入れる操作なく、検査
を実施する患者の検査データを準備することが出来る。また、ＩＤカードの発行や読取機
の設置などの設備負担も必要ない。
【０００５】
　第２の観点では、本発明は、前記第１の観点による超音波診断装置において、前記患者
・検査予定情報は、検査予定時刻を含むことを特徴とする超音波診断装置を提供する。
　上記第２の観点による超音波診断装置では、検査予定時刻を基に検査を次に実施すべき
患者を抽出することが出来る。
【０００６】
　第３の観点では、本発明は、前記第２の観点による超音波診断装置において、現在時刻
と前記検査予定時刻とを対照して現在時刻が前記検査予定時刻に一定以上近づいたことを
報知するお知らせ手段を具備したことを特徴とする超音波診断装置を提供する。
　上記第３の観点による超音波診断装置では、現在時刻が検査予定時刻に一定以上近づい
たことを報知するので、現在の検査の進行状況を操作者がコントロールするのに役立つ。
また、待機している患者にも役立つ。
【０００７】
　第４の観点では、本発明は、前記第１から第３のいずれかの観点による超音波診断装置
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において、前記患者・検査予定情報は、患者ＩＤおよび患者氏名の少なくとも一方を含む
ことを特徴とする超音波診断装置を提供する。
　上記第４の観点による超音波診断装置では、患者ＩＤまたは患者氏名により患者を特定
できる。また、患者ＩＤおよび患者氏名の両方を含むようにすれば誤りを発見する一助と
なる。
【０００８】
　第５の観点では、本発明は、前記第４の観点による超音波診断装置において、取得した
患者・検査予定情報を基に検査予定患者の患者ＩＤおよび患者氏名の少なくとも一方をリ
スト表示する予定リスト表示手段を具備したことを特徴とする超音波診断装置を提供する
。
　上記第５の観点による超音波診断装置では、本日検査予定患者を一覧することが出来る
。
【０００９】
　第６の観点では、本発明は、前記第５の観点による超音波診断装置において、前記予定
リスト表示手段は、リスト表示している各患者について、検査未実施、検査中または検査
終了の状態表示を行うことを特徴とする超音波診断装置を提供する。
　上記第６の観点による超音波診断装置では、本日検査予定患者の現在のステータスを視
認することが出来る。
【００１０】
　第７の観点では、本発明は、前記第１から前記第６のいずれかの観点による超音波診断
装置において、記憶している複数の患者のＩＤおよび氏名の少なくとも一方をリスト表示
すると共に取得した患者・検査予定情報を基に本日検査予定の患者を他と識別可能な表示
態様にする患者リスト表示手段を具備したことを特徴とする超音波診断装置を提供する。
　上記第７の観点による超音波診断装置では、記憶している複数の患者の中で本日検査予
定の患者とそうでない患者とを区別して一覧することが出来る。
【００１１】
　第８の観点では、本発明は、前記第７の観点による超音波診断装置において、前記患者
リスト表示手段は、リスト表示している各患者について、検査未実施、検査中または検査
終了の状態表示を行うことを特徴とする超音波診断装置を提供する。
　上記第８の観点による超音波診断装置では、記憶している複数の患者の現在のステータ
スを視認することが出来る。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の超音波診断装置によれば、患者のリストの中から検査を実施する患者を操作者
が選ぶ操作や患者のＩＤカードを読取機に入れる操作のような煩雑な操作が不要であり且
つ設置負担の増加もなく、検査を実施する患者の検査データを自動的に準備することが出
来る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下、図に示す実施の形態により本発明をさらに詳細に説明する。なお、これにより本
発明が限定されるものではない。
【実施例１】
【００１４】
　図１は、実施例１に係る超音波診断装置１００の構成説明図である。
　この超音波診断装置１００は、超音波探触子１と、超音波探触子１を駆動して被検体内
を超音波ビームで走査する送受信部２と、走査により得られた信号を基に超音波画像を生
成する画像生成部３と、画像やメッセージなどを表示する画像表示部４と、操作者が指示
などを入力するための操作部５と、超音波画像やデータを記録するための記録部６と、病
院内のＤＩＣＯＭサーバ（図示省略）と通信するための通信部７と、全体を制御する制御
部８とを具備している。



(5) JP 2008-259715 A 2008.10.30

10

20

30

40

50

【００１５】
　制御部８は、通信部７を介してＤＩＣＯＭサーバにアクセスしＤＩＣＯＭワークリスト
（図１２のＤＷ）から自超音波診断装置（他にも超音波診断装置がある場合を考慮し、他
の超音波診断装置と区別するため、自超音波診断装置と表記する）１００の患者・検査予
定情報（図４の６８）を取得する患者・検査予定情報取得部８ａと、個々の検査予定のス
テータスを管理するステータス管理部８ｂと、患者・検査予定情報６８を基に検査を次に
実施すべき検査予定を抽出する検査予定抽出部８ｃと、抽出した検査予定に対する検査デ
ータを準備する検査データ準備部８ｄと、ジョブ選択画面（図１４のＧｊ）を表示するジ
ョブ選択画面表示部８ｅと、患者・検査予定情報６８を基に予定リスト（図１６参照）を
作成し表示する予定リスト表示部８ｆと、記録部６に記憶している記録データ（図２の６
０）および患者・検査予定情報６８を基に患者リスト（図１７参照）を作成し表示する患
者リスト表示部８ｇと、次の検査予定時刻が近づいているメッセージ（図１５参照）を報
知するお知らせ部８ｈとを含んでいる。
【００１６】
　図２に示すように、記録部６には、患者毎の記録データ６０が記録されている。
　一つの記録データ６０は、対応する患者情報６１と，１以上のスタディ・データ６２と
からなる。
　一つのスタディ・データ６２は、スタディ情報６３と，シリーズ情報６４と，画像デー
タ６５と，計測データ６６とからなる。
【００１７】
　図３に示すように、患者情報６１には、患者のＩＤ，患者の氏名，性別，生年月日など
が含まれる。スタディ情報６３には、患者の身長，体重，血圧，検査部位などが含まれる
。シリーズ情報６４には、検査予定日，検査予定時刻などが含まれる。
【００１８】
　図４に示すように、記録部６には、患者・検査予定情報６８が保持されている。
　患者・検査予定情報６８は、患者ＩＤ，患者氏名，性別，生年月日，検査予定日，検査
予定時刻からなる。また、記録部６には、患者・検査予定情報６８に対応するステータス
情報６９が保持されている。
【００１９】
　図５は、超音波診断装置１００の処理手順を示すフロー図である。
　この処理は、超音波診断装置１００のパワーオンにより起動される。
　ステップＳ１では、患者・検査予定情報取得部８ａは、本日の患者・検査予定情報６８
を既に保持しているか否かを判定し、保持していないならステップＳ２へ進み、保持して
いるならステップＳ３へ進む。
【００２０】
　ステップＳ２では、患者・検査予定情報取得部８ａは、通信部７を介してＤＩＣＯＭサ
ーバにアクセスしＤＩＣＯＭワークリストＤＷから自超音波診断装置１００の患者・検査
予定情報６８を取得する。次に、ステータス管理部８ｂは、患者・検査予定情報６８に含
まれる患者の記録データ６０を参照し、ステータス情報６９を作成する。
　ステップＳ３では、お知らせ処理（図１１）を起動する。そして、ステップＳ４へ進む
。
【００２１】
　図１２は、ＤＩＣＯＭワークリストＤＷのデータ構造を示す概念図である。
　ＤＩＣＯＭワークリストＤＷは、患者対応データＤ０の集合である。
　一つの患者対応データＤ０は、対応する患者情報Ｄ１と、１以上のスタディ・データＤ
２とからなる。
　一つのスタディ・データＤ２は、スタディ情報Ｄ３と、１以上のシリーズ・データＤ４
とからなる。
　シリーズ・データＤ４は、シリーズ情報Ｄ５と、検査予約情報Ｄ６とからなる。
【００２２】
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　図１３に示すように、患者情報Ｄ１には、患者のＩＤ，患者の氏名，性別，生年月日な
どが含まれる。スタディ情報Ｄ３には、患者の身長，体重，血圧，検査部位などが含まれ
る。シリーズ情報Ｄ５には、モダリティが含まれる。検査予約情報Ｄ６には、検査予定日
，検査予定時刻などが含まれる。
【００２３】
　図５に戻り、ステップＳ４では、検査予定抽出部８ｃは、患者・検査予定情報６８から
次の検査予定を抽出する。
【００２４】
　ステップＳ５では、検査データ準備部８ｄは、次の検査予定に対する検査データ６２を
準備する。すなわち、次の検査予定の患者に対応する記録データ６０が既にあれば、その
記録データ６０に新たな検査データ６２を追加する。また、次の検査予定の患者に対応す
る記録データ６０がなければ、次の検査予定の患者に対応する記録データ６０を新たに作
成し、その記録データ６０に新たな検査データ６２を追加する。
【００２５】
　ステップＳ６では、ジョブ選択画面表示部８ｅは、図１４に示すジョブ選択画面Ｇｊを
表示する。
　ジョブ選択画面Ｇｊでは、次の検査予定の患者ＩＤ，患者氏名，性別，生年月日，検査
予定日，検査予定時刻が表示される。また、ジョブを選択するためのボタンが表示される
。
【００２６】
　ステップＳ７では、ジョブ選択画面Ｇｊで「検査の実施」が選択されたなら図６のステ
ップＳ２１へ進み、そうでなければステップＳ８へ進む。
【００２７】
　ステップＳ８では、ジョブ選択画面Ｇｊで「予定リストの表示」が選択されたなら図７
のステップＳ３１へ進み、そうでなければステップＳ９へ進む。
【００２８】
　ステップＳ９では、ジョブ選択画面Ｇｊで「患者リストの表示」が選択されたなら図８
のステップＳ４１へ進み、そうでなければステップＳ１２へ進む。
【００２９】
　ステップＳ１２では、ジョブ選択画面Ｇｊで「終了」が選択されたならステップＳ１３
へ進み、そうでなければステップＳ４に戻る。
【００３０】
　ステップＳ１３では、終了処理を行い、処理を終了する。
【００３１】
　図６のステップＳ２１では、ステータス管理部８ｂは、準備した検査データ６２に対応
する検査予定のステータス情報６９を「検査中」にする。
【００３２】
　ステップＳ２２では、制御部８は、操作者の指示に応じて患者の検査を行い、検査結果
を検査データ６２に記録する。
　図１５に、検査中の画面の一例を示す。
【００３３】
　ステップＳ２３では、検査中の画面で検査終了が選択されたらステップＳ２４へ進み、
そうでなければステップＳ２２に戻る。
【００３４】
　ステップＳ２４では、ステータス管理部８ｂは、準備した検査データ６２に対応する検
査予定のステータス情報６９を「検査終了」にする。そして、図５のステップＳ４に戻る
。
【００３５】
　図７のステップＳ３１では、予定リスト表示部８ｆは、図１６に示す予定リスト画面を
表示する。
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　予定リスト画面では、本日の検査予定の患者ＩＤ，患者氏名，性別，生年月日，検査予
定日，検査予定時刻，ステータスのリストが表示される。また、ジョブを選択するための
ボタンが表示される。
【００３６】
　ステップＳ３２では、予定リスト画面で「ジョブ選択画面の表示」が選択されたなら図
５のステップＳ４へ進み、そうでなければステップＳ３３へ進む。
【００３７】
　ステップＳ３３では、予定リスト画面で「予定リストの編集」が選択されたならステッ
プＳ３４へ進み、そうでなければステップＳ３５へ進む。
　ステップＳ３４では、予定リストの内容を編集する処理を行う。この編集処理にて、内
容の変更，削除および追加を行うことが出来る。そして、ステップＳ３１に戻る。
【００３８】
　ステップＳ３５では、予定リスト画面で「患者リストの表示」が選択されたなら図８の
ステップＳ４１へ進み、そうでなければステップＳ３６へ進む。
【００３９】
　ステップＳ３６では、予定リスト画面で「患者・検査予定情報の取得」が選択されたな
ら図９のステップＳ５１へ進み、そうでなければステップＳ３７へ進む。
【００４０】
　ステップＳ３７では、予定リスト画面で「患者・検査予定情報の更新」が選択されたな
ら図１０のステップＳ６１へ進み、そうでなければステップＳ３１に戻る。
【００４１】
　図８のステップＳ４１では、患者リスト表示部８ｇは、図１７に示す患者リスト画面を
表示する。
　患者リスト画面では、記録データ６０の患者ＩＤ，患者氏名，性別，生年月日，検査予
定日，検査予定時刻，ステータスのリストが表示される。また、本日検査予定の患者を本
日検査予定でない患者と識別可能な態様で表示する。さらに、ジョブを選択するためのボ
タンが表示される。
【００４２】
　ステップＳ４２では、患者リスト画面で「ジョブ選択画面の表示」が選択されたなら図
５のステップＳ４へ進み、そうでなければステップＳ４３へ進む。
【００４３】
　ステップＳ４３では、患者リスト画面で「予定リストの表示」が選択されたなら図７の
ステップＳ３１へ進み、そうでなければステップＳ４４へ進む。
【００４４】
　ステップＳ４４では、患者リスト画面で「患者リストの編集」が選択されたならステッ
プＳ４５へ進み、そうでなければステップＳ４１に戻る。
　ステップＳ４５では、患者リストの内容を編集する処理を行う。この編集処理にて、内
容の変更，削除および追加を行うことが出来る。そして、ステップＳ４１に戻る。
【００４５】
　図９のステップＳ５１では、患者・検査予定情報取得部８ａは、ＤＩＣＯＭワークリス
トＤＷに対する情報取得条件を操作者に入力させる。情報取得条件とは、検査予定日，モ
ダリティなどである。
　ステップＳ５２では、入力された情報取得条件でＤＩＣＯＭワークリストＤＷから患者
・検査予定情報を取得する。そして、図７のステップＳ３１に戻る。
【００４６】
　図１０のステップＳ６１では、前回と同じ情報取得条件でＤＩＣＯＭワークリストＤＷ
から患者・検査予定情報を取得する。そして、図７のステップＳ３１に戻る。
【００４７】
　図１１は、図５～図１０の処理と並行してお知らせ部８ｈが実行するお知らせ処理を示
すフロー図である。
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　ステップＳ７１では、現時刻から３分後までの時間範囲に入る検査予定時刻が患者・検
査予定情報６８にあるかチェックし、あればステップＳ７２へ進み、なければステップＳ
７３へ進む。
【００４８】
　ステップＳ７２では、例えば図１５に示すようなメッセージを一定時間だけ表示する。
【００４９】
　ステップＳ７３では、所定の待機時間だけ待ち、ステップＳ７１に戻る。
【００５０】
　実施例１の超音波診断装置１００によれば次の効果が得られる。
（１）次に実施すべき患者を抽出し、その患者に対する検査データ６２を準備することを
自動的に行うことが出来る。
（２）患者リストの中から検査を実施する患者を操作者が選ぶ操作や患者のＩＤカードを
読取機に入れる操作の必要がない。
（３）ＩＤカードの発行や読取機の設置などの設備負担も必要ない。
（４）予定リストで各検査予定のステータスを知ることが出来る。
（５）患者リストで本日検査予定の患者と本日検査予定でない患者とを識別することが出
来る。また、本日検査予定の各検査予定のステータスを知ることが出来る。
（６）検査予定時刻が近づいていることを操作者や患者に報知することが出来る。
【産業上の利用可能性】
【００５１】
　本発明の超音波診断装置は、例えば人間ドックなどで検査をルーチンとして行うのに利
用できる。
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】実施例１に係る超音波診断装置を示す構成説明図である。
【図２】記録データのデータ構造を示す概念図である。
【図３】記録データの内容を例示する説明図である。
【図４】患者・検査予定情報およびステータス情報の概念図である。
【図５】実施例１に係る処理手順を示すフロー図である。
【図６】図５の続きのフロー図である。
【図７】図５の続きのフロー図である。
【図８】図５の続きのフロー図である。
【図９】図５の続きのフロー図である。
【図１０】図５の続きのフロー図である。
【図１１】お知らせ処理のフロー図である。
【図１２】ＤＩＣＯＭワークリストのデータ構造を示す概念図である。
【図１３】ＤＩＣＯＭワークリストの内容を例示する説明図である。
【図１４】ジョブ選択画面を示す例示図である。
【図１５】検査中の画面を示す例示図である。
【図１６】予定リスト表示画面を示す例示図である。
【図１７】患者リスト表示画面を示す例示図である。
【符号の説明】
【００５３】
　８　　　　　　　　　制御部
　８ａ　　　　　　　　患者・検査予定情報取得部
　８ｂ　　　　　　　　ステータス管理部
　８ｃ　　　　　　　　検査予定抽出部
　８ｄ　　　　　　　　検査データ準備部
　８ｅ　　　　　　　　ジョブ選択画面表示部
　８ｆ　　　　　　　　予定リスト表示部
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　８ｇ　　　　　　　　患者リスト表示部
　８ｈ　　　　　　　　お知らせ部
　１００　　　　　　　超音波診断装置

【図１】 【図２】

【図３】
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【図６】 【図７】

【図８】
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【図９】

【図１０】

【図１１】

【図１２】

【図１３】

【図１４】

【図１５】

【図１６】

【図１７】



(12) JP 2008-259715 A 2008.10.30

フロントページの続き

(72)発明者  阿部　弥生
            東京都日野市旭ケ丘４丁目７番地の１２７　ジーイー横河メディカルシステム株式会社内
Ｆターム(参考) 4C601 EE11  KK35  LL40 



专利名称(译) 超声诊断设备

公开(公告)号 JP2008259715A 公开(公告)日 2008-10-30

申请号 JP2007105384 申请日 2007-04-13

申请(专利权)人(译) GE医疗系统环球技术公司有限责任公司

[标]发明人 小西美紀
阿部弥生

发明人 小西 美紀
阿部 弥生

IPC分类号 A61B8/00 G06Q50/00 G06Q50/22

FI分类号 A61B8/00 G06F17/60.126.E G06Q50/22 G06Q50/22.104 G16H10/00 G16H20/00 G16H40/60

F-TERM分类号 4C601/EE11 4C601/KK35 4C601/LL40 5L099/AA03

其他公开文献 JP5179773B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：自动准备进行检查的患者的检查数据。 解决方案：通过
通信线路从DICOM工作清单获取当今自超声诊断设备的患者/检查计划信
息（以区别于其他超声诊断设备，称为自己的超声诊断设备）。 
（S2）。基于患者/检查计划信息中包含的预定检查时间和检查计划编
号，提取下一个要检查的患者（S4），并且自动执行该患者的检查数据
的准备。做（5）。 [效果]可以自动准备进行检查的患者的检查数据。繁
琐的操作是不必要的，并且不会增加安装负担。 点域5

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/0259d0ea-59d9-4982-ad1e-657ecbc312f3
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/039982672/publication/JP2008259715A?q=JP2008259715A

